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1 設定イメージ 1

1 設定イメージ

次頁より代表的なメールプログラムの送信サーバの設定手順を記載致します。送信サーバの設定変更の
みが対象で、受信サーバの設定は変更致しませんのでご注意下さい。
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第1章

ご利用されるメールソフトとの連携手順

注意
� �
現在ご利用中のメールソフトからActive! gate SSに対して、SMTP認証を使用し
てメールを送りたい場合は、ご契約されました代理店様、または弊社営業担当ま
でご相談下さい。� �



4 第1章 ご利用されるメールソフトとの連携手順

1 メールアプリ（Windows 10）設定方法

編集するアカウントの「アカウントの設定」画面を開きます。

[メールボックスの同期設定を変更]をクリックします。
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[メールボックスの詳細設定]をクリックします。
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メールサーバに関する設定を行います。

[送信（SMTP）メールサーバー]にサービス開通確認書に記載の「送信用ホスト」を入力しま
す。
設定内容はお客様の環境によって変わります。必ずサービス開通確認書の「送信用ホスト」をご確認下
さい。

トライアルのお客様は、トライアルユーザ様専用サイトにログインし、メニュー「お客様設定情報」の
「メールクライアント」に表示されている「送信用ホスト」を入力してください。

[送信サーバーは認証が必要]チェックボックスにチェックを入れます。
（リレー許可IPオプションをご契約のお客様については任意となります。）

[完了]ボタンをクリックします。
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「アカウントの設定」に戻ります。

[保存]ボタンをクリックします。

以上でメールアプリによる送信サーバの設定手順は終了となります。
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2 Outlook2016 設定方法

設定を行うメールアカウントの「アカウントの変更」メニューを開きます。

[送信メールサーバ（SMTP）]にサービス開通確認書に記載の「送信用ホスト」を入力します。
設定内容はお客様の環境によって変わります。必ずサービス開通確認書の「送信用ホスト」をご確認下
さい。

トライアルのお客様は、トライアルユーザ様専用サイトにログインし、メニュー「お客様設定情報」の
「メールクライアント」に表示されている「送信用ホスト」を入力してください。

[詳細設定]ボタンをクリックします。
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「インターネット電子メール設定」メニューでメール送信の際に行う認証に関する設定を行います。

[送信サーバ]タブを選択します。

[送信サーバ（SMTP）は認証が必要]チェックボックスにチェックを入れます。
（リレー許可IPオプションをご契約のお客様については任意となります。）

ログオン情報を設定します。

● [受信メールサーバと同じ設定を使用する
前述「電子メールアカウントの変更」メニューの[メールサーバへのログオン情報]と同
じ認証情報を使用する場合は、こちらを選択します。

● 次のアカウントとパスワードでログオンする
送信用の認証情報を設定する必要がある場合はこちらを選択し、[アカウント名]と[パス
ワード]に認証情報を入力します。

[パスワードを保存する]のチェックボックスは任意です。
保存する場合はチェックを入れます。

つづいて、「詳細設定タブ」へ移動します。
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サーバのポート番号を設定します。

[詳細設定]タブを選択して下さい。

[送信サーバー（SMTP）]のポート番号に 587を入力します。

[使用する暗号化接続の種類]で [STARTTLS]を選択します。

[OK]ボタンをクリックします。

以上でMicrosoft Outlook 2016による送信サーバの設定手順は終了となります。

注意
� �
メール送信時に複数の宛先を指定した際に、その宛先ごとに異なるメッセージ形式が指定されていた場合は、別々のメール
として送信される場合があります。

詳細は：http://office.microsoft.com/ja-jp/outlook-help/HP001232996.aspx#BM3
[指定したインターネット受信者へのすべてのメッセージに適用するメッセージ形式を変更する]

上記場合において保留ポリシーを使用した際、1つのメールでも2通の保留通知メールが届く場合があります。ご注意下さい。� �
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3 Thunderbird 設定方法

設定を行うメールアカウントが使用する「アカウント設定」メニューの[送信（SMTP）サーバ]を開い
て行います。

[サーバ名]にサービス開通確認書に記載の「送信用ホスト」を入力します。
設定内容はお客様の環境によって変わります。必ずサービス開通確認書の「送信用ホスト」をご確認下
さい。

トライアルのお客様は、トライアルユーザ様専用サイトにログインし、メニュー「お客様設定情報」の
「メールクライアント」に表示されている「送信用ホスト」を入力してください。

[ポート番号]を 587にします。

セキュリティと認証の[接続の保護]から STARTTLSを選択します。

[認証方式]から通常のパスワード認証を選択します。

[OK]ボタンをクリックします。

以上で Thunderbirdによる送信サーバの設定手順は終了となります。
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4 Becky 設定方法

「メールボックスの設定」メニューの[送信（SMTP）サーバ]を開いて行います。

「基本設定」タブを選択して下さい。

[SMTPサーバ（送信）]にサービス開通確認書に記載の「送信用ホスト」を入力します。
設定内容はお客様の環境によって変わります。必ずサービス開通確認書の「送信用ホスト」をご確認下
さい。

トライアルのお客様は、トライアルユーザ様専用サイトにログインし、メニュー「お客様設定情報」の
「メールクライアント」に表示されている「送信用ホスト」を入力してください。

[OP25B]チェックボックスにチェックを入れます。

つづいて、「詳細タブ」へ移動します。
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メール送信の際に行う認証に関する設定を行います。

[詳細]タブを選択して下さい。

サーバのポート番号にて[SMTP]が 587になっている事を確認します。

[SMTP認証]と[CRAM-MD5]及び[LOGIN]チェックボックスにチェックがされている事を
確認します。（リレー許可IPオプションをご契約のお客様については任意となります。）

[ユーザID]と[パスワード]はユーザ認証用のIDとパスワードを入力しますが、「基本設定」タ
ブ内の受信用情報（ユーザID/パスワード）を使用する場合は何も入力しません。

[ESMTPを使用]チェックボックスにチェックが入っている事を確認します。

SSL/TLS関連にて[送信用]から STARTTLS を選択します。（サーバとの間の通信を暗号化
します。）任意ですので利用しない場合は[デフォルト]でも結構です。 STARTTLS を選択
すると下記メッセージボックスが現れますので[はい]をクリックします。（「基本設定」タブの
[SMTPS]にチェックが入ります。）

最後に[OK]ボタンをクリックして終了です。

以上で Becky Internetによる送信サーバの設定手順は終了となります。
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5 Apple Mail 設定方法

すでにアカウントを追加されている状態からの説明となります。

「メール」メニューを選択して下さい。

「環境設定」を選択して下さい。
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アカウントに関する設定を行います。

上部のメニューから[アカウント]を選択します。

変更を行うユーザアカウントを選択します。

[サーバ設定]を選択します。

[送信用メールサーバ（SMTP）]のプルダウンから「SMTPサーバリストを編集」を選択し
ます。

続いて、SMTPサーバに関する設定を行います。



16 第1章 ご利用されるメールソフトとの連携手順

メール送信の際に行うサーバに関する設定を行います。

編集するサーバ設定を選択します。

[サーバ設定]タブを選択します。

[ユーザ名]と [パスワード]を入力します。

[ホスト名]にサービス開通確認書に記載の「送信用ホスト」を入力します。
設定内容はお客様の環境によって変わります。必ずサービス開通確認書の「送信用ホスト」をご確認下
さい。

トライアルのお客様は、トライアルユーザ様専用サイトにログインし、メニュー「お客様設定情報」の
「メールクライアント」に表示されている「送信用ホスト」を入力してください。

[ポート]に 587を入力し、[TLS/SSLを使用]にチェックを入れます。

[認証]で [パスワード]を選択します。
（リレー許可IPオプションをご契約のお客様については任意となります。）

[OK]ボタンをクリックします。

以上で Apple Mailによる送信サーバの設定手順は終了となります。
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第2章

Google Workspaceユーザ様向け
Active! gate SS との連携手順

Google Workspaceユーザに向けたActive! gate SSとの連携についてご説明致します。Google
Workspaceをご利用されていないお客様は、別紙、管理者マニュアルからお読み下さい。

注意
� �

[すでに弊社誤送信防止サービス Active! gate SSをご利用のお客様へ]
これは弊社 Active! gate SSサービスを初めてご利用されるお客様へ向けた連携手順マニュアルとなります。

すでにGoogle Workspace－送信ゲートウェイ欄で弊社サービスをご利用されているお客様には弊社営業本部、または弊
社サポートセンターより、移行用の連携手順マニュアルをお渡ししております。お手数ですが、現在の環境をご確認の上、

ご不明な点がございましたら弊社サポートセンターまでご連絡下さい。� �
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1 サービス開始前の確認事項

SPFの設定を行っている場合には、下記の通りお客様が使用しているDNSサーバに追記して頂きます様
よろしくお願い致します。

下記はGoogle Workspaceをご利用されているお客様のSPF設定となります。
ご利用されている環境をご確認の上、追記をお願い致します。

IN TXT "v=spf1 include:_spf.google.com include:_spf.activegate-ss.jp ~all"

IN TXT "v=spf1 include:_spf.google.com ~all"

ファイアウォールなどで、IPアドレス制限を設定し特定のIPのみ許可されている場合は、下記弊社IPア
ドレス範囲に対しての通信も許可頂くようお願い致します。

【IP Address】　　125.252.89.192/26

【IP Address】　　223.27.116.0/22

【IP Address】　　202.241.206.0/25

注意
� �

Google WorkspaceではCcやBccのみにメールアドレスを入力して送信された場合、multipartの boundaryが宛先毎に異
なった内容でメールが配送されます。

Active! gate SSでは、multipartの boundaryの内容が異なると同一のメールでも別のメールとして処理致します。その場
合 [保留通知メール]や [パスワード通知メール]が送った宛先数分配送されます。メールを送信される場合は、必ず宛先(To)
にもメールアドレスを入力して頂きますようお願い致します。� �

注意
� �

Google Workspaceの管理コンソールに「フッターを追加」という設定項目があります。

設定を追加

フッターを追加 ヘルプ

×

必須 ：設定の概要に表示される短い説明を入力します。

1. すべての送信メールに次のフッターを追加します

2. オプション

組織内で送信されるメールにフッターを追加する。

設定を追加キャンセル×
Google Workspaceの設定で [組織内で送信されるメールにフッターを追加する。]が有効の場合、送信されるメール本文
のBODYが内部宛と外部宛で異なる内容となるため、Active! gate SSでは異なるメールとして処理します。そのため、[保
留通知メール]や [パスワード通知メール]が複数配送されます。ご注意ください。� �
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注意
� �

Google WorkspaceではヘッダのFromを変更して送信する機能があります。

別のアドレス又はエイリアスからメールを送信する
https://support.google.com/mail/answer/22370

Active! gate SSでは上記を使用している場合は登録ユーザとして送信されますが、以下の問題が発生します。

[オリジナル運用プラン(共用タイプ)を利用されている場合]
上記のFromアドレスを変更する機能を使用した際、サービス仕様上ポリシーが適用されません。

[オリジナル運用プラン(共用タイプ以外)を利用されている場合]
上記のFromアドレスを変更する機能を使用した際、ポリシーグループならびにグループポリシーの適用対象と判定されな
いことで一部のポリシーが適用されない場合があります。

あらかじめご留意ください。� �
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2 「組織部門」単位での設定

注意
� �

Google Workspaceの組織部門単位でActive! gate SSを利用し、かつ弊社メール
アーカイブサービス Active! vault SSを併せて利用される場合は、本マニュアル
の設定を行う前に必ず弊社営業部または購入した代理店へご相談ください。
2021年7月以前のマニュアルを使用されると、予期しない動作を引き起こす可能性
があります。ご注意ください。� �

Google Workspaceでは、使用されているドメインの下に「組織部門」を作成できます。「組織部門」を
追加すると、次ページ以降で説明する「ルーティング」画面が以下のようになり、組織部門を選択でき
るようになります。
特定の組織部門限定でActive! gate SSを利用する場合は、次ページ以降で「ルーティング」の設定を行
う際に「組織部門」を選択してから操作を行ってください。

組織部門についての詳細は、Google Workspaceのヘルプ「組織部門の追加」をご参照ください。

次ページより、Google Workspace側での設定をご説明致します。
本マニュアルに記載の情報は 2021年7月1日 現在のものです。Google Workspaceでは予告なくインター
フェースが変わる場合があります。その際は弊社サポート問い合わせまでご連絡頂ければ幸いです。
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3 全てのユーザがActive! gate SSをご利用される場合の設定
お客様のGoogle Workspaceドメイン又は選択した組織部門の全てのユーザに対し弊社サービスと連携
する手順をご説明します。

注意
� �

Google Workspace組織部門単位でActive! gate SSを利用し、かつ弊社メールアーカイブサービス Active! vault SSを併
せて利用される場合は、本マニュアルの設定を行う前に必ず弊社営業部または購入した代理店へご相談ください。

2021年7月以前のマニュアルを使用されると、予期しない動作を引き起こす可能性があります。ご注意ください。� �



22 第2章 Google Workspaceユーザ様向け Active! gate SSとの連携手順

3.1 Google Workspace 管理者にてログイン

Google Workspaceの管理者画面にて管理者権限でログインをして下さい。� �
【URL】https://www.google.com/a/DomainName a

a DomainNameはお客様がご利用されてるGoogle Workspaceのドメイン名です。
例：https://www.google.com/a/xxxxxx.example.jp/� �
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3.2 [設定]画面へ移行する

ログイン後、管理コンソールと呼ばれる画面に入ります。[アプリ]をクリックします。

次の画面へ移動しましたら続いて [Google Workspace]をクリックします。
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次の画面へ移動しましたら続いて [Gmail]をクリックします。

[Gmail]を管理する画面に移動します。画面下部にあります [ホスト]をクリックします。
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3.3 [ホスト]を設定する

設定画面の右下にある [ルートを追加]ボタンをクリックします。

設定画面が表示されますので、下記の通りに入力します。

【名前】

設定するホストの名前を設定します。ここでは「[Active! gate SS]配送用」としています。
あとでわかりやすい名前にすることをお勧めします。
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【メールサーバの指定】

リストから「単一のホスト」を選択し、下の入力欄にホスト名とポート番号を入力します。
ポート番号は25です。

注意
� �
ホストはお客様ごとに異なります。サービス開通確認書に記載の「送信用ホスト」を入力してください。
トライアルのお客様は、トライアルユーザー様専用サイトにログインし、メニュー「お客様設定情報」の「Google
Workspace」に表示されている「送信用ホスト」を入力してください。� �

【オプション】

以下の通りに設定します。

ホストでMXルックアップを実行する チェックしない
メールの送受信時にセキュリティプロトコルで保護された(TLS)接続を必須とする チェック

する
CAの署名付き証明書を必須とする チェックしない

すべての項目が正しく入力されていることを確認し、[保存]ボタンをクリックします。

注意
� �
設定してから反映されるまでに最大24時間かかる場合があります。� �

注意
� �
すでに弊社メールアーカイブサービス Active! vault SSを利用している場合、ホスト設定画面には [Active! vault SS]配
送用または [送信用]アーカイブの設定が存在する可能性があります。その場合、それらの設定は削除する必要はありませ
ん。ご注意下さい。� �
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3.4 [送信ゲートウェイ]の確認

Gmailの設定画面に戻り、画面下部にある [ルーティング]をクリックします。

[ルーティング]画面が表示されます。[送信ゲートウェイ]欄を確認し、空欄の場合はこのまま設定を続
行してください。

注意
� �

[送信ゲートウェイ]に値が設定済みの場合はこの手順を中止し、弊社サポートセンターまでご連絡下さい。� �
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3.5 [ルーティング]にてメールの送信先を変更する

メモ� �
Google Workspaceの組織部門単位でActive! gate SSを利用する場合は、適用す
る組織部門を選択後に以降の操作を行ってください。
ただし、弊社メールアーカイブサービス Active! vault SSを併せて利用される場
合は、本マニュアルの設定を行う前に必ず弊社営業部または購入した代理店へご
相談ください。� �

「ルーティング」欄の[設定]ボタンをクリックします。
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[設定を追加]画面が表示されます。以下の設定に沿って配送先の変更を行います。

【概要】

概要に表示される説明を入力します。ここでは「[Active! gate SS]配送用」としています。
【1.影響を受けるメール】

[送信] [内部-送信]ともにチェックを入れます。
【3.上記の種類のメッセージに対しては、次の処理を行います】

ルート 「ルートを変更」にチェックを入れます。
「迷惑メールのルートも変更する」にチェックを入れます。
リストから、「ホストの設定」で設定したホストを選択します。 ([Active! gate SS]
配送用)
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[オプションを表示]をクリックして設定項目を表示します。

【B.影響を受けるアカウントの種類】

[ユーザー]にチェックを入れます。
【C.エンベロープフィルタ】

[特定のエンベロープ送信者にのみ適用する]にチェックを入れます。
リストから「パターン一致」を選択し、対象となるユーザのメールアドレスを正規表現で指定
します。正規表現には、以下のパターンを指定してください。

^[^+]+$

この正規表現では、+を含まないすべてのメールアドレスが対象になります。
※ Google Workspaceでは +を含むアドレスは作成できませんので、正規表現にて制限をさ
せて頂きます。

すべての項目が正しく入力されていることを確認し、[保存]をクリックします。

メモ� �
正規表現についての詳細は、[正規表現]欄の[詳細]をクリックし、googleのヘルプフォーラムをご覧ください。� �

注意
� �
正規表現の文字列の前後にスペース（空白文字）が含まれると正しく動作しない場合がありますので、入力の際はご注意く

ださい。また、[表現をテスト]をクリックして対象となるアドレスを入力すると、正しく動作するか確認することができま
す。正しく動作していれば、[一致]と表示されます。� �
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3.6 設定の完了

[ルーティング]画面に戻ると、設定済みの情報が一覧表示されます。

以上で全てのユーザが弊社サービスをご利用される場合の設定を終了とします。
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4 一部のユーザがActive! gate SSをご利用される場合の設定

お客様のGoogle Workspaceドメイン又は選択した組織部門のうち、一部のユーザに対し弊社サービス
と連携する手順をご説明します。

注意
� �

Google Workspace組織部門単位でActive! gate SSを利用し、かつ弊社メールアーカイブサービス Active! vault SSを併
せて利用される場合は、本マニュアルの設定を行う前に必ず弊社営業部または購入した代理店へご相談ください。

2021年7月以前のマニュアルを使用されると、予期しない動作を引き起こす可能性があります。ご注意ください。� �
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4.1 Google Workspace 管理者にてログイン

Google Workspaceの管理者画面にて管理者権限でログインをしてください。� �
【URL】https://www.google.com/a/DomainName a

a DomainNameはお客様がご利用されてるGoogle Workspaceのドメイン名です。
例：https://www.google.com/a/xxxxxx.example.jp/� �

4.2 [設定]画面へ移行する

ログイン後管理コンソールと呼ばれる画面に入ります。[アプリ]をクリックします。



34 第2章 Google Workspaceユーザ様向け Active! gate SSとの連携手順

次の画面へ移動しましたら続いて [Google Workspace]をクリックします。

次の画面へ移動しましたら続いて [Gmail]をクリックします。
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[Gmail]を管理する画面に移動します。画面下部にある [ホスト]をクリックします。
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4.3 [ホスト]を設定する

設定画面の右下にある [ルートを追加]をクリックします。

設定画面が表示されますので、下記の通りに入力します。

【名前】

設定するホストの名前を設定します。ここでは「[Active! gate SS]配送用」としています。
あとでわかりやすい名前にすることをお勧めします。
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【メールサーバの指定】

リストから「単一のホスト」を選択し、下の入力欄にホスト名とポート番号を入力します。
ポート番号は25です。

注意
� �
ホストはお客様ごとに異なります。サービス開通確認書に記載の「送信用ホスト」を入力してください。
トライアルのお客様は、トライアルユーザー様専用サイトにログインし、メニュー「お客様設定情報」の「Google
Workspace」に表示されている「送信用ホスト」を入力してください。� �

【オプション】

以下の通りに設定します。

ホストでMXルックアップを実行する チェックしない
メールの送受信時にセキュリティプロトコルで保護された(TLS)接続を必須とする チェック

する
CAの署名付き証明書を必須とする チェックしない

すべての項目が正しく入力されていることを確認し、[保存]をクリックします。

注意
� �
設定してから反映されるまでに最大24時間かかる場合があります。� �
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4.4 [ルーティング]にてメールの送信先を変更する

メモ� �
Google Workspaceの組織部門単位でActive! gate SSを利用する場合は、適用す
る組織部門を選択後に以降の操作を行ってください。
ただし、弊社メールアーカイブサービス Active! vault SSを併せて利用される場
合は、本マニュアルの設定を行う前に必ず弊社営業部または購入した代理店へご
相談ください。� �

Gmailの設定画面に戻り、画面下部にある [ルーティング]をクリックします。

「ルーティング」欄の[設定]ボタンをクリックします。
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[設定を追加]画面が表示されます。以下の設定に沿って配送先の変更を行います。

【概要】

概要に表示される説明を入力します。ここでは「[Active! gate SS]配送用」としています。
【1.影響を受けるメール】

[送信] [内部-送信]ともにチェックを入れます。
【3.上記の種類のメッセージに対しては、次の処理を行います】

ルート 「ルートを変更」にチェックを入れます。
「迷惑メールのルートも変更する」にチェックを入れます。
リストから、「ホストの設定」で設定したホストを選択します。 ([Active! gate SS]
配送用)
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[オプションを表示]をクリックして設定項目を表示します。

【B.影響を受けるアカウントの種類】

[ユーザー]にチェックを入れます。
【C.エンベロープフィルタ】

[特定のエンベロープ送信者にのみ適用する]にチェックを入れます。

リストから「パターン一致」を選択し、対象となるユーザのメールアドレスを正規表現で指定
します。

例）user1@example.jp, user2@example.jp, user3@example.jpを指定する場合

(\W|^)(user1|user2|user3)@example.jp(\W|$)

※弊社では、上記構文で一行に100ユーザまで指定して有効であることを確認しています。

すべての項目が正しく入力されていることを確認し、[保存]をクリックします。

メモ� �
正規表現についての詳細は、[正規表現]欄の[詳細]をクリックし、googleのヘルプフォーラムをご覧ください。� �

注意
� �
正規表現の文字列の前後にスペース（空白文字）が含まれると正しく動作しない場合がありますので、入力の際はご注意く

ださい。また、[表現をテスト]をクリックして対象となるアドレスを入力すると、正しく動作するか確認することができま
す。正しく動作していれば、[一致]と表示されます。� �
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4.5 設定の完了

[ルーティング]画面に戻ると、設定済みの情報が一覧表示されます。

以上で一部のユーザのみ弊社サービスをご利用される場合の設定を終了とします。
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第3章

Microsoft 365ユーザ様向け
Active! gate SS との連携手順

Microsoft 365ユーザに向けたActive! gate SSとの連携についてご説明致します。Microsoft 365をご
利用されていないお客様は、別紙、管理者マニュアルからお読みください。

注意
� �
これは弊社 Active! gate SSサービスを初めてご利用されるお客様へ向けた連携手順マニュアルとなります。

すでに弊社サービス（Active! vault SSサービスも含む）をご利用されているお客様はお手数ですが、現在の環境をご確認
の上、ご不明な点がございましたら弊社サポートセンターまでご連絡ください。� �
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1 サービス開始前の確認事項

SPFの設定を行っている場合には、下記の通りお客様が使用しているDNSサーバに追記して頂きます様
よろしくお願い致します。

下記はMicrosoft 365をご利用されているお客様のSPF設定となります。
ご利用されている環境をご確認の上、追記をお願い致します。

IN TXT "v=spf1 include:spf.protection.outlook.com include:_spf.activegate-ss.jp -all"

IN TXT "v=spf1 include:spf.protection.outlook.com -all"

ファイアウォール等で、IPアドレス制限を設定し特定のIPのみ許可されている場合は、下記弊社IPアド
レス範囲に対しての通信も許可頂くようお願い致します。

【IP Address】　　125.252.89.192/26

【IP Address】　　223.27.116.0/22

【IP Address】　　202.241.206.0/25

注意
� �

[Microsoft 365の注意事項について]

外部のユーザがお客様のMicrosoft 365で作成されたメーリングリスト（グループメール）を使用した場合、EnvelopeFrom
がその外部のお客様のアドレス、または ”＜＞”になる場合があります。

弊社側ではメーリングリスト内に外部ユーザが含まれていた場合、EnvelopeFromがその外部のお客様のアドレスに切り
替わり、弊社サービス側で登録されていないユーザとなりエラーを返す事を確認しております。

その場合の回避方法を参照する場合、Microsoft 365サポートに一度お問い合わせくださいますようお願い致します。� �
注意

� �
[Microsoft 365の注意事項について 2]

Microsoft 365にて管理者、またはユーザが外部のアドレスへ転送設定、リダイレクト設定を行っていた場合、保留通知
メールが増殖する危険がありますので絶対にお止めください。

仮に転送設定をご利用される場合は必ず管理者設定の保留ポリシーにて以下のご登録をお願いします。

[ヘッダにX-MS-Exchange-Inbox-Rules-Loopが存在する場合、全宛先宛に対しては保留しない。]

また別途の回避方法を参照する場合、Microsoft 365サポートに一度お問い合わせくださいますようお願い致します。� �

次ページより、Microsoft 365側での設定をご説明致します。
本マニュアルに記載の情報は 2021年3月1日現在のものです。Microsoft 365では予告なくインターフェース
が変わる場合があります。その際は弊社サポートセンターまでご連絡頂ければ幸いです。
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2 全てのユーザがActive! gate SSをご利用される場合の設定
お客様の全てのMicrosoft 365ユーザに対してActive! gate SSと連携する手順をご説明します。

2.1 Microsoft 365 管理者にてログイン

Microsoft 365の管理者画面にて管理者権限でログインをしてください。� �
【URL】https://login.microsoftonline.com/� �

2.2 [Exchange]画面へ移行する

ログイン後、メニューから「管理」を選択してMicrosoft 365管理センターに入ります。
Microsoft 365管理センターメニューの[Exchange]を選択します。



46 第3章 Microsoft 365ユーザ様向け Active! gate SSとの連携手順

2.3 [送信コネクタ]を設定する

[メールフロー]メニューの[コネクタ]を選択します。

[コネクタを追加]をクリックします。
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新しいコネクタの設定画面が表示されますので、以下の通り入力してください。入力後は「次へ」をク
リックします。

【接続元】

Office365
【接続先】

パートナー組織

【名前】

設定するコネクタの名前を設定します。ここでは「[Active! gate SS]配送用」としています。
あとでわかりやすい名前にすることをお勧めします。

【説明】

説明を入力します。

【コネクタの保存後に、何を行いますか？】

オンにする チェックする
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【コネクタの使用】

「メールメッセージの送信先がこれらのドメインのときのみ」を選択します。

【テキスト入力】

テキスト入力欄に *（アスタリスク）を入力して「+」をクリックします。

【ルーティング】

「これらのスマートホストを使ってメールをルーティングする」を選択します。

【テキスト入力】

お客様のActive! gate SSホスト名を入力して「+」をクリックします。

注意
� �
ホストはお客様ごとに異なります。サービス開通確認書に記載の「送信コネクタ設定」を入力してください。
トライアルのお客様は、トライアルユーザー様専用サイトにログインし、メニュー「お客様設定情報」の
「Microsoft 365」に表示されている「送信コネクタ」入力してください。� �
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【セキュリティの制限】

常にトランスポート層セキュリティ (TLS) を使って接続をセキュリティで保護する
チェックする

任意のデジタル証明書 (これには自己署名証明書も含まれます)
選択する

【検証メール】

検証メールの送信先を指定します。メールアドレスを入力して「+」をクリックしてください。
お客様が確認できる外部アドレスを指定してください。

【検証ボタン】

登録されたアドレス宛に検証用のメールを送信します。

メモ� �
設定が正しい場合、検証できる外部アドレス宛てに1通メールが届きますのでご確認ください。� �
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入力した情報が一覧表示されます。内容に間違いがないかご確認ください。[コネクタを作成]をクリッ
クすると保存されます。
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2.4 [送信コネクタ]の確認

コネクタの作成が完了すると、コネクタ一覧画面に戻ります。作成したコネクタの状態が「オン」に
なっていることをご確認ください。「オフ」と表示されている場合は、編集画面から「オン」に変更して
ください。オンとなった時点で、送信メールが順次Active! gate SSを通過していきます。

注意
� �

[オン]とする前に今一度、設定が正しいかご確認ください。
特にスマートホストが正しい値ではない場合、ご利用されるドメインの送信に影響があります。� �

以上で全てのユーザが弊社サービスをご利用される場合の設定を終了とします。

メモ� �
弊社アーカイブサービス Active! vault SSをご利用のお客様はここから別紙Microsoft 365ユーザ様向け連携手順マニュ
アル : Active! vault SSとの連携手順をご覧頂きます様お願い致します。� �
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3 一部のユーザのみActive! gate SSをご利用される場合の設定

お客様のMicrosoft 365ユーザのうち、一部のユーザのみActive! gate SSと連携する場合の手順をご説
明します。

3.1 Microsoft 365 管理者にてログイン

Microsoft 365の管理者画面にて管理者権限でログインをしてください。� �
【URL】https://login.microsoftonline.com/� �

3.2 [Exchange]画面へ移行する

ログイン後、メニューから「管理」を選択してMicrosoft 365管理センターに入ります。
Microsoft 365管理センターメニューの[Exchange]を選択します。
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3.3 [送信コネクタ]を設定する

[メールフロー]メニューの[コネクタ]を選択します。

[コネクタを追加]をクリックします。
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新しいコネクタの設定画面が表示されますので、以下の通り入力してください。入力後は「次へ」をク
リックします。

【接続元】

Office365
【接続先】

パートナー組織

【名前】

設定するコネクタの名前を設定します。ここでは「[Active! gate SS]配送用」としています。
あとでわかりやすい名前にすることをお勧めします。

【説明】

説明を入力します。

【コネクタの保存後に、何を行いますか？】

オンにする チェックする
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【コネクタの使用】

「メッセージをこのコネクタにリダイレクトするトランスポートルールが設定されている場合
のみ」を選択します。

【ルーティング】

「これらのスマートホストを使ってメールをルーティングする」を選択します。

【ルーティング】

お客様のActive! gate SSホスト名を入力して「+」をクリックします。

注意
� �
ホストはお客様ごとに異なります。サービス開通確認書に記載の「送信コネクタ設定」を入力してください。
トライアルのお客様は、トライアルユーザー様専用サイトにログインし、メニュー「お客様設定情報」の
「Microsoft 365」に表示されている「送信コネクタ」入力してください。� �
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【セキュリティの制限】

常にトランスポート層セキュリティ (TLS) を使って接続をセキュリティで保護する
チェックする

任意のデジタル証明書 (これには自己署名証明書も含まれます)
選択する

【検証メール】

検証メールの送信先を指定します。メールアドレスを入力して「+」をクリックしてください。
お客様が確認できる外部アドレスを指定してください。

【検証ボタン】

登録されたアドレス宛に検証用のメールを送信します。

メモ� �
設定が正しい場合、検証できる外部アドレス宛てに1通メールが届きますのでご確認ください。� �
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入力した情報が一覧表示されます。内容に間違いがないかご確認ください。[コネクタを作成]をクリッ
クすると保存されます。



58 第3章 Microsoft 365ユーザ様向け Active! gate SSとの連携手順

3.4 [送信コネクタ]の確認

コネクタの作成が完了すると、コネクタ一覧画面に戻ります。作成したコネクタの状態が「オン」に
なっていることをご確認ください。「オフ」と表示されている場合は、編集画面から「オン」に変更して
ください。

注意
� �

[オン]とする前に今一度、設定が正しいかご確認ください。
特にスマートホストが正しい値ではない場合、ご利用されるドメインの送信に影響があります。� �

設定後、[保存]ボタンを押すと、コネクタ設定画面に戻ります。引き続き一部ユーザのみを使用させる
為の設定、[トランスポートルールの作成]を行います。
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3.5 [トランスポートルール]の作成

一部のユーザのみ [送信コネクタ]を使用する為に [トランスポートルール]を作成します。

[メールフロー]メニューの[ルール]を選択します。

[+]ボタンをクリック後、[ルールの新規作成...] をクリックします。
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[ルールの新規作成]画面が現れますので、下部の [その他のオプション...] をクリックします。

 ルールの新規作成 

保存 キャンセル

名前:

*このルールを適用する条件...

1つ選択してください

1つ選択してください

* 実行する処理...

このルールのプロパティ:

 このルールのモードの選択:

このルールを次の重大度レベルで監査する:

指定なし

強制

ポリシー ヒントありのテスト

ポリシー ヒントなしのテスト

その他のオプション...

クリッククリック

▼

▼

▼
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番号に合わせて設定を行います。 を押しますと、新たな設定画面が現れます。

 ルールの新規作成 

保存 キャンセル

名前:

*このルールを適用する条件...

1つ選択してください

[Active! gate SS]一部ユーザのみ配送 ルール

1つ選択してください

* 実行する処理...

このルールのプロパティ:

 このルールのモードの選択:

このルールを次の重大度レベルで監査する:

指定なし

強制

ポリシー ヒントありのテスト

ポリシー ヒントなしのテスト

▼

▼

▼

1 つ選択してください

送信者...
受信者...

件名または本文...

任意の添付ファイル...

メッセージ...

送信者と受信者...

メッセージのプロパティ...

メッセージ ヘッダー...

[すべてのメッセージに適用]

クリッククリック
この人物である
外部/内部である

このグループのメンバーである

アドレスに次のいずれかの単語が含まれる

アドレスが次のいずれかのテキスト パターンと一致する

受信者の監督の一覧に含まれる

特定のプロパティが次の単語のいずれかを含む

特定のプロパティが次のテキスト パターンと一致する

ポリシー ヒントを上書きした

IP アドレスが次の範囲内にあるか、完全に一致する

ドメインが次の値である

クリッククリック

▼
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登録されているメールアドレス一覧が並ぶ設定画面が現れます。Active! gate SS を使用させたいユー
ザを選択し、[追加]ボタンでユーザを追加します。追加後、[OK]を押してください。

合計 件のうち 件を選択

一覧からユーザーを選択し、[追加] をクリックします。一覧に含まれていない受信者を追加するには、
メール アドレスを入力し、[名前の確認] をクリックします。 

追加 ->

名前の確認

表示名 プライマリ メール アドレス

吉岡太郎

中井 二郎

吉岡 太郎[削除],中井 二郎[削除],野々宮 五郎[削除]

平山 三郎

片平 四朗

野々宮 五郎

鷲頭 六朗

田中 七郎

OK キャンセル

クリッククリック

xxxxxxxxxx001@example.co.jp

xxxxxxxxxx002@example.co.jp

xxxxxxxxxx003@example.co.jp

xxxxxxxxxx004@example.co.jp

xxxxxxxxxx005@example.co.jp

xxxxxxxxxx006@example.co.jp

xxxxxxxxxx007@example.co.jp
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続いて [条件の追加]を行います。 を押しますと、新たなルールが追加できます。

 ルールの新規作成 

保存 キャンセル

名前:

*このルールを適用する条件...

送信者が...

[Active! gate SS] 一部ユーザのみ配送ルール

1つ選択してください

ʻ吉岡 太郎ʼ または ʻ中井 二郎ʼ 

* 実行する処理...

このルールのプロパティ:

ただし次の場合は除く...

 このルールのモードの選択:

このルールを次の重大度レベルで監査する:

指定なし

強制

ポリシー ヒントありのテスト

ポリシー ヒントなしのテスト

▼

▼

▼

条件の追加

処理の追加

例外の追加

クリッククリック
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番号に合わせて設定を行います。 を押しますと、新たな設定画面が現れます。

 ルールの新規作成 

保存 キャンセル

名前:

*このルールを適用する条件...

送信者が...

および

送信者が...

[Active! gate SS] 一部ユーザのみ配送ルール

1つ選択してください

ʻ吉岡 太郎ʼ または ʻ中井 二郎ʼ 

* 実行する処理...

このルールのプロパティ:

ただし次の場合は除く...

 このルールのモードの選択:

このルールを次の重大度レベルで監査する:

指定なし

強制

ポリシー ヒントありのテスト

ポリシー ヒントなしのテスト

▼

▼

▼

処理の追加

例外の追加

1 つ選択してください

送信者...
受信者...

件名または本文...

任意の添付ファイル...

メッセージ...

送信者と受信者...

メッセージのプロパティ...

メッセージ ヘッダー...

[すべてのメッセージに適用]

クリッククリック
この人物である

外部/内部である
このグループのメンバーである

アドレスに次のいずれかの単語が含まれる

アドレスが次のいずれかのテキスト パターンと一致する

受信者の監督の一覧に含まれる

特定のプロパティが次の単語のいずれかを含む

特定のプロパティが次のテキスト パターンと一致する

ポリシー ヒントを上書きした

IP アドレスが次の範囲内にあるか、完全に一致する

ドメインが次の値である

クリッククリック
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[送信者の場所の選択]より[組織内]を選択します。

 ルールの新規作成 

保存 キャンセル

名前:

*このルールを適用する条件...

送信者が...

および

送信者の場所が...

[Active! gate SS] 一部ユーザのみ配送ルール

1つ選択してください

ʻ吉岡 太郎ʼ または ʻ中井 二郎ʼ 

* 実行する処理...

このルールのプロパティ:

ただし次の場合は除く...

 このルールのモードの選択:

このルールを次の重大度レベルで監査する:

指定なし

強制

ポリシー ヒントありのテスト

ポリシー ヒントなしのテスト

▼

▼

▼

処理の追加

例外の追加

送信者の場所の選択

×

組織内 ▼

OK キャンセル

クリッククリック

条件の追加
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さらに [条件の追加]を行います。 を押しますと、新たなルールが追加できます。

 ルールの新規作成 

保存 キャンセル

名前:

*このルールを適用する条件...

送信者が...

[Active! gate SS] 一部ユーザのみ配送ルール

1つ選択してください

ʻ吉岡 太郎ʼ または ʻ中井 二郎ʼ 

送信者の場所が... 組織内▼

１つ選択してください ▼

* 実行する処理...

このルールのプロパティ:

ただし次の場合は除く...

 このルールのモードの選択:

このルールを次の重大度レベルで監査する:

指定なし

強制

ポリシー ヒントありのテスト

ポリシー ヒントなしのテスト

▼

▼

▼

条件の追加

処理の追加

例外の追加

クリッククリック
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番号に合わせて設定を行います。 を押しますと、新たな設定画面が現れます。

 ルールの新規作成 

保存 キャンセル

名前:

*このルールを適用する条件...

送信者が...

[Active! gate SS] 一部ユーザのみ配送ルール

1つ選択してください

ʻ吉岡 太郎ʼ または ʻ中井 二郎ʼ 

送信者の場所が... 組織内▼

１つ選択してください ▼

* 実行する処理...

このルールのプロパティ:

ただし次の場合は除く...

 このルールのモードの選択:

このルールを次の重大度レベルで監査する:

指定なし

強制

ポリシー ヒントありのテスト

ポリシー ヒントなしのテスト

▼

▼

▼

条件の追加

処理の追加

例外の追加

1 つ選択してください

送信者...

受信者...
件名または本文...

任意の添付ファイル...

メッセージ...

送信者と受信者...

メッセージのプロパティ...

メッセージ ヘッダー...

[すべてのメッセージに適用]

クリッククリック

この人物である

外部/内部である
このグループのメンバーである

アドレスに次のいずれかの単語が含まれる

アドレスが次のいずれかのテキスト パターンと一致する

受信者の監督の一覧に含まれる

特定のプロパティが次の単語のいずれかを含む

特定のプロパティが次のテキスト パターンと一致する

ポリシー ヒントを上書きした

IP アドレスが次の範囲内にあるか、完全に一致する

ドメインが次の値である

クリッククリック

▼
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[受信者の場所の選択]より[組織外]を選択します。

 ルールの新規作成 

保存 キャンセル

名前:

*このルールを適用する条件...

送信者が...

[Active! gate SS] 一部ユーザのみ配送ルール

1つ選択してください

ʻ吉岡 太郎ʼ または ʻ中井 二郎ʼ 

送信者の場所が... 組織内▼

受信者の場所が... ▼

* 実行する処理...

このルールのプロパティ:

ただし次の場合は除く...

 このルールのモードの選択:

このルールを次の重大度レベルで監査する:

指定なし

強制

ポリシー ヒントありのテスト

ポリシー ヒントなしのテスト

▼

▼

▼

条件の追加

処理の追加

例外の追加

受信者の場所の選択

×

組織外 ▼

OK キャンセル

クリッククリック
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続いて [実行する処理]の設定を行います。 を押しますと、新たな設定画面が現れます

 ルールの新規作成 

保存 キャンセル

名前:

*このルールを適用する条件...

送信者が...

[Active! gate SS] 一部ユーザのみ配送ルール

1つ選択してください

ʻ吉岡 太郎ʼ または ʻ中井 二郎ʼ 

* 実行する処理...

このルールのプロパティ:

 このルールのモードの選択:

このルールを次の重大度レベルで監査する:

指定なし

強制

ポリシー ヒントありのテスト

ポリシー ヒントなしのテスト

▼

および

送信者の場所が... ʻ組織内ʼ ▼

および

受信者の場所が... ʻ組織外ʼ ▼

▼

▼

1 つ選択してください

メッセージを転送して承認を受ける...

メッセージを次へリダイレクトする...
メッセージをブロックする...

受信者を追加する...

メッセージに免責事項を追加する...

メッセージのプロパティを変更する...

メッセージのセキュリティを変更する...

メッセージの件名の先頭に追加する...

インシデント レポートを生成し送信する...

受信者にメッセージを通知する...

クリッククリック

これらの受信者

ホストされた検疫

以下のコネクタ

クリッククリック

▼
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[コネクタの選択]の画面が現れますので、[送信コネクタ]で設定した [Active! gate SS]配送用を選択
します。選択後、[OK]ボタンをクリックし、最後に[保存]ボタンをクリックし、設定を完了します。

 ルールの新規作成 

保存 キャンセル

名前:

*このルールを適用する条件...

送信者が...

[Active! gate SS] 一部ユーザのみ配送ルール

以下のコネクタを使用する...

ʻ吉岡 太郎ʼ または ʻ中井 二郎ʼ 

* 実行する処理...

このルールのプロパティ:

 このルールのモードの選択:

このルールを次の重大度レベルで監査する:

指定なし

強制

ポリシー ヒントありのテスト

ポリシー ヒントなしのテスト

▼

▼

▼

コネクタの選択

コネクタの選択

▼[Active! gate SS]配送用

OK キャンセル

クリッククリック

×

クリッククリック

および

送信者の場所が... ʻ組織内ʼ ▼

および

受信者の場所が... ʻ組織外ʼ ▼
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下記の様に入力した情報が一覧で見れます。チェックボックスにチェックが入ってる時点で、一部ユー
ザの送信メールが順次 Active! gate SSを通過していきます。

以上で一部のユーザのみ弊社サービスをご利用される場合の設定を終了とします。

メモ� �
弊社アーカイブサービス Active! vault SSをご利用のお客様はここから別紙Microsoft 365ユーザ様向け連携手順マニュ
アル : Active! vault SSとの連携手順をご覧頂きます様お願い致します。� �
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第4章

Google Workspaceの[もっと見る]によ
るSSO連携について

この章ではGoogle Workspace連携（[もっと見る]によるSSO連携）の申請方法と手順をご説明致し
ます。
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1 Google Workspace連携の利用申し込み手順

1.1 弊社営業部に連絡

Google Workspace連携をご希望される場合は、弊社営業部あてに登録に必要な以下の事項を記入の
上、連携希望の旨をお知らせください。� �

[連絡先]
・ご契約時にお渡しした「サービス開通確認書」に記載のメールアドレス

[必要な事項]
・会社名
・お客様ID [Active! gate SS URLに記載の顧客ID]
・Google Workspace連携に使用するドメイン� �

1.2 弊社にてGoogle Workspace Authサーバに情報を登録

連絡後、弊社サーバにお客様の情報を登録します。最短で3営業日～1週間以内に実施します。

1.3 登録完了。マーケットプレイスURL記載の通知メールを返送

登録完了後、弊社営業部より登録完了のメールを返送致します。本文にActive! gate SS、Google
Workspace間を連携させるマーケットプレイスURLが記載されています。

【通知メール例】
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2 連携用アプリのダウンロードと設定

2.1 通知メールに記載のURLをクリック

本文に記載のマーケットプレイスURLをクリックします。

注意
� �

Google Workspace管理者権限でログインしておいてください。個人ユーザアカウントでマーケットプレイスに遷移する
と下記インストール方法よりも複雑になってしまいます。ご注意ください。� �

【通知メール例】

2.2 アプリをインストール

URLをクリック後、下記の様なアプリダウンロード画面に飛びますので[ドメインインストール]をク
リックします。
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2.3 ダウンロード、設定完了

ダウンロードを行えば、各ユーザの[もっと見る]画面にアプリが出力され、クリックする事で、シーム
レスにActive! gate SSのパーソナルコントローラ画面にアクセスが可能となります。
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